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全国土木建築国民健康保険組合
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事   業   概   況

１ 事業主数、事業所数及び被保険者数

（１） 事 業 主 数

 組合に加入している事業主数は表－1のとおりであって、平成 28年度における事業主数を前年度と比

較すると、1.3％減少している。

   （表－1） 事 業 主 数 （年間月平均）  

前年度対比
増  減  率

％ 

24 1,878 △ 2.5

25 1,830 △ 2.6

26 1,791 △ 2.1

27 1,763 △ 1.6

28 1,740 △ 1.3

年 度 事 業 主 数

（２） 事 業 所 数

  組合の適用事業所数は表－2のとおりであって、平成28年度における事業所数を前年度と比較すると、

第一種及び合計で 1.6％減少している。 

（表－2）  事  業  所  数（年間月平均） 

前年度対比 前年度対比 前年度対比

増   減   率 増   減   率 増   減   率
％ ％ ％ 

24 1,991 △ 2.8 - - 1,991 △ 2.8

25 1,944 △ 2.4 - - 1,944 △ 2.4

26 1,909 △ 1.8 - - 1,909 △ 1.8

27 1,881 △ 1.5 - - 1,881 △ 1.5

28 1,851 △ 1.6 - - 1,851 △ 1.6

年度 第 一 種 第 二 種 合     計

（３） 被 保 険 者 数 等  

 組合員数、後期高齢組合員数及び家族数は表－3のとおりであって、平成 28年度における組合員数を

前年度と比較すると 1.3％増加、後期高齢組合員数では 9.7％増加、家族数では 2.4％減少、合計では

0.7％減少している。 

  平成 28 年度における組合員１人当たり家族数は、1.208 人であって、前年度と比較すると、3.2％減

少している。 

 介護保険第２号被保険者数は表－4のとおりであって、平成 28年度における組合員数を前年度と比較

すると 0.01％減少、家族数では 2.4％減少、合計では 0.9％減少している。また、介護保険第２号被保

険者数の割合（加入率）は、45.34％であって、前年度と比較すると、0.07 ポイント減少している。 

-2-



(表－3) 組合員数、後期高齢組合員数及び家族数（年間月平均） 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

24 183,800 △ 1.1 222 △ 9.0 248,561 △ 2.7 432,361 △ 2.0 1.351 △ 1.5

25 181,673 △ 1.2 205 △ 7.7 241,095 △ 3.0 422,768 △ 2.2 1.326 △ 1.9

26 181,750 0.0 205 0.0 235,215 △ 2.4 416,965 △ 1.4 1.293 △ 2.8

27 184,117 1.3 237 15.6 231,237 △ 1.7 415,354 △ 0.4 1.254 △ 3.0

28 186,512 1.3 260 9.7 225,804 △ 2.4 412,316 △ 0.7 1.209 △ 3.6

24 - - - - - - - - - -

25 - - - - - - - - - -

26 - - - - - - - - - -

27 - - - - - - - - - -

28 - - - - - - - - - -

24 183,800 △ 1.1 222 △ 9.0 248,561 △ 2.7 432,361 △ 2.0 1.351 △ 1.5

25 181,673 △ 1.2 205 △ 7.7 241,095 △ 3.0 422,768 △ 2.2 1.326 △ 1.9

26 181,750 0.0 205 0.0 235,215 △ 2.4 416,965 △ 1.4 1.293 △ 2.8

27 184,117 1.3 237 15.6 231,237 △ 1.7 415,354 △ 0.4 1.254 △ 3.0

28 186,512 1.3 260 9.7 225,804 △ 2.4 412,316 △ 0.7 1.209 △ 3.6

合

計

後　期
高　齢
組合員

前年度
対　比
増減率

組 合 員
１人当た
り家族数

前年度
対　比
増減率

合 計
前年度
対　比
増減率

種
別

年
度

組合員

第
一
種

第
二
種

前年度
対　比
増減率

家 族
前年度
対　比
増減率

(表－4) 介護保険第２号被保険者数（年間月平均）

人 ％ 人 ％ 人 ％ ％ Ｐ

24 118,974 △ 0.1 73,139 △ 1.5 192,113 △ 0.6 44.43 0.64

25 118,219 △ 0.6 71,607 △ 2.1 189,826 △ 1.2 44.90 0.50

26 118,461 0.2 70,399 △ 1.7 188,860 △ 0.5 45.29 0.39

27 119,025 0.5 69,581 △ 1.2 188,606 △ 0.1 45.41 0.12

28 119,008 △ 0.0 67,929 △ 2.4 186,937 △ 0.9 45.34 △ 0.07

24 - - - - - - - -

25 - - - - - - - -

26 - - - - - - - -

27 - - - - - - - -

28 - - - - - - - -

24 118,974 △ 0.1 73,139 △ 1.5 192,113 △ 0.6 44.43 0.64

25 118,219 △ 0.6 71,607 △ 2.1 189,826 △ 1.2 44.90 0.50

26 118,461 0.2 70,399 △ 1.7 188,860 △ 0.5 45.29 0.39

27 119,025 0.5 69,581 △ 1.2 188,606 △ 0.1 45.41 0.12

28 119,008 △ 0.0 67,929 △ 2.4 186,937 △ 0.9 45.34 △ 0.07

合

計

前年度
対　比
増減率

種
別

年
度

組合員
前年度
対　比
増減率

家 族
前年度
対　比
増　減

第 ２ 号
被保険者
加 入 率

前年度
対　比
増減率

合 計

第
一
種

第
二
種
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（４） 基準報酬等級別組合員数（第一種）

　平成29年３月末における基準報酬等級別組合員数は表－5のとおりである。

構成比をみると「第27級」が5.8％で最も多く、次いで「第28級」5.4％、「第29級」が5.0％と続いている。

（表－5）　基準報酬等級別組合員数

等級別 報　酬　月　額 組 合 員 数 構成比 等級別 報　酬　月　額 組 合 員 数 構成比

円以上 円未満 人 ％ 円以上 円未満 人 ％

第１級 63,000 24 0.0 第27級 395,000 ～ 425,000 10,827 5.8

第２級 63,000 ～ 73,000 21 0.0 第28級 425,000 ～ 455,000 9,977 5.4

第３級 73,000 ～ 83,000 26 0.0 第29級 455,000 ～ 485,000 9,284 5.0

第４級 83,000 ～ 93,000 87 0.0 第30級 485,000 ～ 515,000 8,980 4.8

第５級 93,000 ～ 101,000 375 0.2 第31級 515,000 ～ 545,000 8,055 4.3

第６級 101,000 ～ 107,000 189 0.1 第32級 545,000 ～ 575,000 7,371 4.0

第７級 107,000 ～ 114,000 279 0.2 第33級 575,000 ～ 605,000 6,565 3.5

第８級 114,000 ～ 122,000 408 0.2 第34級 605,000 ～ 635,000 5,956 3.2

第９級 122,000 ～ 130,000 427 0.2 第35級 635,000 ～ 665,000 6,024 3.3

第10級 130,000 ～ 138,000 508 0.3 第36級 665,000 ～ 695,000 5,435 2.9

第11級 138,000 ～ 146,000 575 0.3 第37級 695,000 ～ 730,000 5,929 3.2

第12級 146,000 ～ 155,000 1,080 0.6 第38級 730,000 ～ 770,000 5,325 2.9

第13級 155,000 ～ 165,000 1,163 0.6 第39級 770,000 ～ 810,000 4,411 2.4

第14級 165,000 ～ 175,000 1,412 0.8 第40級 810,000 ～ 855,000 3,257 1.8

第15級 175,000 ～ 185,000 1,847 1.0 第41級 855,000 ～ 905,000 2,146 1.2

第16級 185,000 ～ 195,000 1,876 1.1 第42級 905,000 ～ 955,000 1,466 0.9

第17級 195,000 ～ 210,000 3,770 2.0 第43級 955,000 ～ 1,005,000 998 0.5

第18級 210,000 ～ 230,000 5,569 3.0 第44級 1,005,000 ～ 1,055,000 615 0.3

第19級 230,000 ～ 250,000 6,536 3.5 第45級 1,055,000 ～ 1,115,000 428 0.2

第20級 250,000 ～ 270,000 7,377 4.0 第46級 1,115,000 ～ 1,175,000 269 0.1

第21級 270,000 ～ 290,000 7,331 4.0 第47級 1,175,000 ～ 1,235,000 264 0.1

第22級 290,000 ～ 310,000 7,623 4.1 第48級 1,235,000 ～ 1,295,000 171 0.1

第23級 310,000 ～ 330,000 7,557 4.1 第49級 1,295,000 ～ 1,355,000 185 0.1

第24級 330,000 ～ 350,000 7,410 4.0 第50級 1,355,000 ～ 1,049 0.6

第25級 350,000 ～ 370,000 7,665 4.1

第26級 370,000 ～ 395,000 9,231 5.0 合　計 185,353 100.0
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（５） 賃金日額の等級別組合員数（第二種） 

 平成 29年３月末における賃金日額の等級別組合員数は表－6（０人）のとおりである。 

（表－6） 賃金日額の等級別組合員数 

等級別 賃 金 日 額 組合員数 構成比 等級別 賃 金 日 額 組合員数 構成比

円以上 円未満 人 ％ 円以上 円未満 人 ％

第１級 3,500 - - 第７級 12,000 ～ 14,500 - -

第２級 3,500 ～ 5,000 - - 第８級 14,500 ～ 17,000 - -

第３級 5,000 ～ 6,500 - - 第９級 17,000 ～ 19,500 - -

第４級 6,500 ～ 8,000 - - 第10級 19,500 ～ 23,000 - -

第５級 8,000 ～ 9,500 - - 第11級 23,000 - -

第６級 9,500 ～ 12,000 - - 合   計 - -

（６） 平均基準報酬月額、平均賃金日額 

 第一種組合員の平均基準報酬月額及び第二種組合員の平均賃金日額は表－7のとおりである。 

平成 28 年度における平均基準報酬月額は 460,279 円、平均賃金日額は 0 円であって、前年度と比較す

ると、平均基準報酬月額は 1.5％増加している。 

（表－7） 平均基準報酬月額、平均賃金日額 

平均基準報酬月額 前年度対比 平均賃金日額 前年度対比

（第 一 種） 増  減  率 （第 二 種） 増　減  率
円 ％ 円 ％

24 442,687 △ 0.1 - -

25 442,637 △ 0.1 - -

26 446,511 0.9 - -

27 453,475 1.6 - -

28 460,279 1.5 - -

年度
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２ 保険給付の状況

（１） 保険給付内容

　平成28年度における保険給付の内容は表－8のとおりである。

(表－8）　保　険　給　付　の　内　容

第　　　一　　　種

傷病手当金：一日につき　給付基礎日額 ×

　　　　　　　　　（１円未満の端数四捨五入）
支給期間　６か月（結核性疾病は１年６か月)

・

出産手当金：一日につき　給付基礎日額 ×

（１円未満の端数四捨五入）

 　　平成26年12月診療分(1) 一部負担金月額から次の区分の額を控除した額

組合員

(2)

(3)

組合員

(1)

家　族

　　　　　　　７割

組合員

家　族

             最も経済的な経路及び方法により算定した額

420,000円

療養の給付
療　養　費
訪問看護療養費

移　送　費

出産育児一時金

組合員

家　族

組合員

家　族

傷病手当金

家　族

療養見舞金

家　族

家　族

組合員

区　　　　　　分

高額療養費

70歳以上の被保険者の外来の一部負担金を個人単位で合算した月額から次の区分の額を控除した額
ア　現役並み所得者
　 44,400円
イ　一般
　 12,000円
ウ　低所得者Ⅱ
　  8,000円
エ　低所得者Ⅰ
　  8,000円

保険者の認定を受けた者の血友病、人工透析を要する慢性腎不全又は抗ウィルス剤を投与している後天性免疫
不全症候群(ＨＩＶ感染を含む)については、10,000円を控除した額。ただし、人工透析を要する上位所得者は
20,000円。

同一世帯で同一月に21,000円以上の一部負担金が２以上あるとき、これらの合算した額から(1)の区分の額を控
除した額

葬　祭　費

出産手当金

組合員

・組合員である期間が1年以上の場合
　手当金の支給を始める日以前の直近の継続した12月間
の基準報酬月額の平均額の30分の1の3分の2
・組合員である期間が1年未満の場合
　次のいずれかのうち少ない額で決定します。
　①手当金の支給を始める日以前の直近の継続した各月
の基準報酬月額の平均額の30分の1の3分の2
　②470千円の30分の1の3分の2
　※いずれの場合も１円未満の端数四捨五入
傷病手当金：支給期間　1年6か月

第　　　二　　　種

100,000円

 50,000円

出産手当金：支給期間　出産の日（出産の日が出産の予定日後の場合は、出産の予定日）以前42日（多胎妊娠の場
合は98日）から出産の日後56日まで

組合員

各診療月におけるレセプト又は療養費支給申請書１件ごとの一部負担金（高額療養費を控除した額)から25,000円を
控除した額(1,000円未満切捨て)

56

100

56

100

70

歳

未

満

の

被

保

険

者

70

歳

以

上

の

被

保

険

者

70歳以上の被保険者は原則８割

（現役並み所得者は７割）
未就学児は８割
入院時食事・生活療養費は定額の標準負担あり

ア　旧ただし書所得901万円超

　252,600円＋（医療費－842,000円）×1％

イ　旧ただし書所得600万円超901万円以下

　167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

ウ　旧ただし書所得210万円超600万円以下

　　80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

エ　旧ただし書所得210万円以下

オ　市町村民税非課税世帯

＜ ＞は、同一世帯で12か月以内に３回以上高額療養費の支給を受けている場合、４回目からの控除額

＜140,100円＞

＜93,000円＞

＜44,400円＞

　　57,600円＜44,400円＞

　　35,400円＜24,600円＞
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(2)

（3）

(4)

組合員

(1) 70歳未満の世帯 (2)

家　族

組合員

家　族

ア　現役並み所得者【上位所得者】
　　　67万円
イ　一般所得者
　　　56万円
ウ　低所得者Ⅱ
　　　31万円
エ　低所得者Ⅰ
　　　19万円

高額
介護合算
療養費

 毎年８月から翌年７月までの１年間に支払った自己負担額から次の区分の額を控除した額

高額療養費

保険者の認定を受けた者の血友病、人工透析を要する慢性腎不全又は抗ウィルス剤を投与している後天性
免疫不全症候群(ＨＩＶ感染を含む)については10,000円を控除した額

70歳以上の被保険者の外来の一部負担金（「(1)の区分の額」）と70歳以上の被保険者の入院の自己負担額
を世帯単位で合算した月額から次の区分の額を控除した額
ア　現役並み所得者
　 80,100円＋(医療費－267,000円)×1％
　 ただし、12か月以内に既に３回以上高額療養費の支給を受けている世帯については、44,400円
イ　一般
　 44,400円
ウ　低所得者Ⅱ
　 24,600円
エ　低所得者Ⅰ
　 15,000円

70歳未満の被保険者の自己負担額（レセプト単位の自己負担額が21,000円以上）と70歳以上の被保険者の
自己負担額（「(2)の区分の額」）を合算した月額から国保世帯全体の次の区分の額を控除した額

70歳～74歳の方がいる世帯

家　族

組合員

70

歳

以

上

の

被

保

険

者

全

国

土

木

＋

後

期

高

齢

者

医

療

制

度

＋

介

護

保

険

全

国

土

木

＋

介

護

保

険

ア　旧ただし書所得901万円超

　252,600円＋（医療費－842,000円）×1％

イ　旧ただし書所得600万円超901万円以下

　167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

ウ　旧ただし書所得210万円超600万円以下

　　80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

エ　旧ただし書所得210万円以下

オ　市町村民税非課税世帯

＜ ＞は、同一世帯で12か月以内に３回以上高額療養費の支給を受けている場合、４回目からの控除額

＜140,100円＞

＜93,000円＞

＜44,400円＞

　　57,600円＜44,400円＞

　　35,400円＜24,600円＞

ア　旧ただし書所得901万円超 

   212万円

イ　旧ただし書所得600万円超901万円以下

   141万円

ウ　旧ただし書所得210万円超600万円以下

   67万円

エ　旧ただし書所得210万円以下

   60万円

オ　市町村民税非課税世帯

   34万円

ア　現役並み所得者【上位所得者】

   67万円

イ　一般所得者

   56万円

ウ　低所得者Ⅱ

   31万円

エ　低所得者Ⅰ

   19万円
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（２） 給付状況

 平成 28年度における保険給付の総額は、605 億 6,234 万円であって、前年度と比較すると、0.9％増加している。 

 また、保険給付の大部分を占めている療養給付費は、510 億 8,677 万円で、前年度と比較すると、0.3％増加して

いる。 

 なお、保険給付状況は表－9のとおりであって、このうち未就学児及び 70歳以上の前期高齢者に係る保険給付状

況は表－10（療養給付費、療養費及び高額療養費のみ。）のとおりである。 

（表－9） 保  険  給  付  状  況

種
別

年
度
療養給付費

前年度
対　比
増減率

療　養　費
前年度
対　比
増減率

高額療養費
前年度
対　比
増減率

そ　の　他
前年度
対　比
増減率

合　　計
前年度
対　比
増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

24 48,021,057 △ 0.2 834,981 △ 4.5 3,635,333 5.4 4,214,631 △ 11.1 56,706,002 △ 0.8

25 47,895,452 △ 0.3 673,540 △ 19.3 3,757,824 3.4 4,237,681 0.5 56,564,497 △ 0.2

26 48,595,903 1.5 751,824 11.6 3,874,280 3.1 4,028,887 △ 4.9 57,250,894 1.2

27 50,921,698 4.8 743,975 △ 1.0 4,144,218 7.0 4,238,674 5.2 60,048,565 4.9

28 51,086,765 0.3 723,144 △ 2.8 4,380,802 5.7 4,371,626 2.3 60,562,337 0.9

24 - - - - - - - - - -

25 - - - - - - - - - -

26 - - - - - - - - - -

27 - - - - - - - - - -

28 - - - - - - - - - -

24 48,021,057 △ 0.2 834,981 △ 4.5 3,635,333 5.4 4,214,631 △ 11.1 56,706,002 △ 0.8

25 47,895,452 △ 0.3 673,540 △ 19.3 3,757,824 3.4 4,237,681 0.5 56,564,497 △ 0.2

26 48,595,903 1.5 751,824 11.6 3,874,280 3.1 4,028,887 △ 4.9 57,250,894 1.2

27 50,921,698 4.8 743,975 △ 1.0 4,144,218 7.0 4,238,674 5.2 60,048,565 4.9

28 51,086,765 0.3 723,144 △ 2.8 4,380,802 5.7 4,371,626 2.3 60,562,337 0.9

第

一

種

第

二

種

合

計
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（表－10） 保  険  給  付  状  況 （再 掲） 

種
別

年
度

区　分 療養給付費
前年度
対　比
増減率

療養費
前年度
対　比
増減率

高額療養費
前年度
対　比
増減率

合　　計
前年度
対　比
増減率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

前期高齢者一般 2,225,526 △ 1.8 32,055 △ 6.8 181,545 1.8 2,439,126 △ 1.7

前期高齢者現役並み 419,242 6.9 4,604 △ 1.7 55,757 1.8 479,603 6.2

未就学児 5,199,403 △ 0.4 14,466 △ 6.1 183,366 △ 0.9 5,397,235 △ 0.8

前期高齢者一般 2,338,811 5.1 27,107 △ 15.4 199,493 9.9 2,565,411 5.2

前期高齢者現役並み 442,882 5.6 4,086 △ 11.3 57,733 3.5 504,701 5.2

未就学児 4,863,170 △ 6.5 13,451 △ 7.0 178,095 △ 2.9 5,054,718 △ 6.3

前期高齢者一般 2,447,811 4.7 36,520 34.7 214,388 7.5 2,698,719 5.2

前期高齢者現役並み 488,987 10.4 3,873 △ 5.2 71,293 23.5 564,153 11.8

未就学児 4,773,586 △ 1.8 14,095 4.8 186,778 4.9 4,974,459 △ 1.6

前期高齢者一般 2,648,701 8.2 30,998 △ 15.1 249,709 16.5 2,929,408 8.5

前期高齢者現役並み 509,891 4.3 4,337 12.0 64,189 △ 10.0 578,417 2.5

未就学児 4,633,909 △ 2.9 14,115 0.1 171,349 △ 8.3 4,819,373 △ 3.1

前期高齢者一般 2,331,228 △ 12.0 26,061 △ 15.9 243,250 △ 2.6 2,600,539 △ 11.2

前期高齢者現役並み 548,655 7.6 3,298 △ 24.0 78,855 22.9 630,808 9.1

未就学児 4,610,993 △ 0.5 12,232 △ 13.4 167,992 △ 2.0 4,791,217 △ 0.6

前期高齢者一般 - - - - - - - -

前期高齢者現役並み - - - - - - - -

未就学児 - - - - - - - -

前期高齢者一般 - - - - - - - -

前期高齢者現役並み - - - - - - - -

未就学児 - - - - - - - -

前期高齢者一般 - - - - - - - -

前期高齢者現役並み - - - - - - - -

未就学児 - - - - - - - -

前期高齢者一般 - - - - - - - -

前期高齢者現役並み - - - - - - - -

未就学児 - - - - - - - -

前期高齢者一般 - - - - - - - -

前期高齢者現役並み - - - - - - - -

未就学児 - - - - - - - -

前期高齢者一般 2,225,526 △ 1.8 32,055 △ 6.8 181,545 1.8 2,439,126 △ 1.7

前期高齢者現役並み 419,242 6.9 4,604 △ 1.7 55,757 1.8 479,603 6.2

未就学児 5,199,403 △ 0.4 14,466 △ 6.1 183,366 △ 0.9 5,397,235 △ 0.8

前期高齢者一般 2,338,811 5.1 27,107 △ 15.4 199,493 9.9 2,565,411 5.2

前期高齢者現役並み 442,882 5.6 4,086 △ 11.3 57,733 3.5 504,701 5.2

未就学児 4,863,170 △ 6.5 13,451 △ 7.0 178,095 △ 2.9 5,054,718 △ 6.3

前期高齢者一般 2,447,811 4.7 36,520 34.7 214,388 7.5 2,698,719 5.2

前期高齢者現役並み 488,987 10.4 4,086 △ 5.2 71,293 23.5 564,153 11.8

未就学児 4,773,586 △ 1.8 14,095 4.8 186,778 4.9 4,974,459 △ 1.6

前期高齢者一般 2,648,701 8.2 30,998 △ 15.1 249,709 16.5 2,929,408 8.5

前期高齢者現役並み 509,891 4.3 4,337 12.0 64,189 △ 10.0 578,417 2.5

未就学児 4,633,909 △ 2.9 14,115 0.1 171,349 △ 8.3 4,819,373 △ 3.1

前期高齢者一般 2,331,228 △ 12.0 26,061 △ 15.9 243,250 △ 2.6 2,600,539 △ 11.2

前期高齢者現役並み 548,655 7.6 3,298 △ 24.0 78,855 22.9 630,808 9.1

未就学児 4,610,993 △ 0.5 12,232 △ 13.4 167,992 △ 2.0 4,791,213 △ 0.6

25

第

一

種

25

26

27

28

28

24

28

合

計

第

二

種

24

27

26

27

24

25

26
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①　被保険者1000人当たり療養の給付受診件数（受診率）

　平成28年度における被保険者1000人当たりの療養の給付（診療費）の受診件数は組合員が7,249.6件、

家族が8,616.8件、合計が7,998.4件であって、前年度と比較すると、本人は1.4％、家族は1.2％、合計

では1.1％増加している。

　なお、年度別被保険者1000人当たり療養の給付（診療費）の受診件数の推移は、表－11及び図－1の

とおりである。

（表－11）　年度別　被保険者1000人当たり療養の給付受診件数の推移

年　度 組　合　員
前年度対比
増　減　率

家　　　族
前年度対比
増　減　率

合　　　計
前年度対比
増　減　率

件 ％ 件 ％ 件 ％ 

24 6,701.7 1.5 8,263.8 0.6 7,599.7 0.9

25 6,768.8 1.0 8,200.7 △0.8 7,585.4 △0.2

26 6,922.3 2.3 8,298.8 1.2 7,698.8 1.5

27 7,151.9 3.3 8,513.7 2.6 7,910.0 2.7

28 7,249.6 1.4 8,616.8 1.2 7,998.4 1.1

　（図－1）　年度別 被保険者1000人当たり療養の給付受診件数の推移
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0
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②　１件当たり療養の給付費用額

　平成28年度における１件当たりの療養の給付（診療費）の費用額は組合員が19,063円、家族が15,912

円、合計が17,204円であって、前年度と比較すると、組合員は0.3％減少し、家族は1.8％、合計では

1.0％増加している。

　なお、年度別１件当たり療養の給付（診療費）の費用額の推移は、表－12及び図－2のとおりである。

（表－12）　年度別　１件当たり療養の給付費用額の推移

年　度 組　合　員
前年度対比
増　減　率

家　　　族
前年度対比
増　減　率

合　　　計
前年度対比
増　減　率

円 ％ 円 ％ 円 ％ 

24 18,092 0.8 15,160 1.2 16,259 1.1

25 18,428 1.9 15,406 1.6 16,565 1.9

26 18,733 1.7 15,548 0.9 16,796 1.4

27 19,122 2.1 15,630 0.5 17,029 1.4

28 19,063 △0.3 15,912 1.8 17,204 1.0

　　　　　（図－2）　年度別 １件当たり療養の給付費用額の推移
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③　被保険者１人当たり療養の給付費用額

　平成28年度における被保険者1人当たりの療養の給付（診療費）の費用額は組合員が138,196円、家族が

137,110円、合計が137,602円であって、前年度と比較すると、組合員は1.1％、家族は3.0％、合計では

2.2％増加している。

　なお、年度別被保険者１人当たり療養の給付（診療費）の費用額の推移は、表－13及び図－3のとおりで

ある。

（表－13）　年度別　被保険者１人当たり療養の給付費用額の推移

年　度 組　合　員
前年度対比
増　減　率

家　　　族
前年度対比
増　減　率

合　　　計
前年度対比
増　減　率

円 ％ 円 ％ 円 ％ 

24 121,249 2.3 125,280 1.8 123,567 2.0

25 124,738 2.9 126,337 0.8 125,650 1.7

26 129,673 4.0 129,030 2.1 129,310 2.9

27 136,760 5.5 133,067 3.1 134,704 4.2

28 138,196 1.1 137,110 3.0 137,602 2.2

　　　　　（図－3）　年度別 被保険者１人当たり療養の給付費用額の推移
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３ 保険料の状況 

平成 28 年度における保険料徴収決定額の総額は、1,292 億 9,295 万円（報酬月額分 1,029 億 3,587

万円 賞与分 263 億 2,851 万円 後期高齢者分 2,857 万円）であって、前年度と比較すると、5.2％増

加している。 

 なお、保険料徴収決定状況は表－14のとおりである。 

（表－14）  保険料徴収決定状況（現年分） 

年度 第　一　種
前年度対比
増　減　率

第　二　種
前年度対比
増　減　率

合　　　計
前年度対比
増　減　率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

24 105,891,873 4.0 - - 105,891,873 4.0

25 110,667,106 4.5 - - 110,667,106 4.5

26 117,194,028 5.9 - - 117,194,028 5.9

27 122,868,642 4.8 - - 122,868,642 4.8

28 129,292,952 5.2 - - 129,292,952 5.2

（１） 保険料収納率

平成 28 年度における保険料収納率は、99.99％であって、前年度と同率になっている。 

 なお、年度別保険料収納率の推移は表－15のとおりである。 

（表－15） 年度別 保険料収納率の推移 

対前年度比 対前年度比 対前年度比
増　　　減 増　　　減 増　　　減

％ P ％ P ％ P

24 99.94 0.00 - - 99.94 0.00

25 99.98 0.04 - - 99.98 0.04

26 99.98 0.00 - - 99.98 0.00

27 99.99 0.01 - - 99.99 0.01

28 99.99 0.00 - - 99.99 0.00

年度 第　一　種 第　二　種 合　　計
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（２） 組合員１人当たり保険料月額 

 平成 28年度における組合員１人当たり保険料月額は、第一種が 46,141 円であって、前年度と比較す

ると、第一種は 1.4％増加している。 

 なお、年度別組合員１人当たり保険料月額の推移は表－16のとおりである。 

（表－16） 年度別 組合員１人当たり保険料月額の推移 

年　度 第　一　種
前年度対比
増　減　率

第　二　種
前年度対比
増　減　率

円 ％ 円 ％

24 41,291 5.2 - -

25 43,069 4.3 - -

26 44,716 3.8 - -

27 45,495 1.7 - -

28 46,141 1.4 - -
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（３） 保険料賦課額

　平成28年度における保険料賦課額は次のとおりである。

①第一種 報酬月額分

組合員
負担分

計
組合員
負担分

計

円以上 円　 円　 円　 円　 円　

第１級 2,630 6,020 2,260 5,270
第２級 63,000 ～ 3,090 7,060 2,650 6,180
第３級 73,000 ～ 3,540 8,100 3,040 7,090
第４級 83,000 ～ 4,000 9,140 3,430 8,000
第５級 93,000 ～ 4,450 10,180 3,820 8,910
第６級 101,000 ～ 4,730 10,810 4,050 9,450
第７級 107,000 ～ 5,000 11,430 4,290 10,010
第８級 114,000 ～ 5,360 12,260 4,600 10,730
第９級 122,000 ～ 5,730 13,100 4,910 11,460
第10級 130,000 ～ 6,090 13,920 5,220 12,180

第11級 138,000 ～ 6,460 14,760 5,530 12,910
第12級 146,000 ～ 6,820 15,590 5,850 13,650
第13級 155,000 ～ 7,280 16,640 6,240 14,560
第14級 165,000 ～ 7,730 17,670 6,630 15,470
第15級 175,000 ～ 8,190 18,720 7,020 16,380
第16級 185,000 ～ 8,640 19,750 7,410 17,290
第17級 195,000 ～ 9,100 20,800 7,800 18,200
第18級 210,000 ～ 10,010 22,880 8,580 20,020
第19級 230,000 ～ 10,920 24,960 9,360 21,840
第20級 250,000 ～ 11,830 27,040 10,140 23,660

第21級 270,000 ～ 12,740 29,120 10,920 25,480
第22級 290,000 ～ 13,650 31,200 11,700 27,300
第23級 310,000 ～ 14,560 33,280 12,480 29,120
第24級 330,000 ～ 15,470 35,360 13,260 30,940
第25級 350,000 ～ 16,380 37,440 14,040 32,760
第26級 370,000 ～ 17,290 39,520 14,820 34,580
第27級 395,000 ～ 18,650 42,630 15,990 37,310
第28級 425,000 ～ 20,020 45,760 17,160 40,040
第29級 455,000 ～ 21,380 48,870 18,330 42,770
第30級 485,000 ～ 22,750 52,000 19,500 45,500

第31級 515,000 ～ 24,110 55,110 20,670 48,230
第32級 545,000 ～ 25,480 58,240 21,840 50,960
第33級 575,000 ～ 26,840 61,350 23,010 53,690
第34級 605,000 ～ 28,210 64,480 24,180 56,420
第35級 635,000 ～ 29,570 67,590 25,350 59,150
第36級 665,000 ～ 30,940 70,720 26,520 61,880
第37級 695,000 ～ 32,300 73,830 27,690 64,610
第38級 730,000 ～ 34,120 77,990 29,250 68,250
第39級 770,000 ～ 35,940 82,150 30,810 71,890
第40級 810,000 ～ 37,760 86,310 32,370 75,530

第41級 855,000 ～ 40,040 91,520 34,320 80,080
第42級 905,000 ～ 42,310 96,710 36,270 84,630
第43級 955,000 ～ 44,590 101,920 38,220 89,180
第44級 1,005,000 ～ 46,860 107,110 40,170 93,730
第45級 1,055,000 ～ 49,590 113,350 42,510 99,190
第46級 1,115,000 ～ 52,320 119,590 44,850 104,650
第47級 1,175,000 ～ 55,050 125,830 47,190 110,110
第48級 1,235,000 ～ 57,780 132,070 49,530 115,570
第49級 1,295,000 ～ 60,510 138,310 51,870 121,030
第50級 1,355,000 ～ 63,240 144,550 54,210 126,490

（注）介護保険第２号被保険者である組合員の保険料は、医療分、後期高齢者支援金分、及び介護分の合算である。
介護保険第２号被保険者である組合員以外の保険料は医療分及び後期高齢者支援金分の合算である。

1,295,000
1,355,000

74,290 66,040
77,800 69,160
81,310 72,280

67,270
70,780

43,160

45,760
48,360
50,960
53,560
56,680
59,800
62,920

48,550

51,480
54,400
57,330

1,175,000
1,235,000

1,055,000
1,115,000

60,250
63,760

810,000
855,000

905,000
955,000

1,005,000

等　級 報　酬　月　額

保　　　険　　　料　　　月　　　額

事業主
負担分

　　 介護保険第２号被保険者である
　　 組合員

　　 介護保険第２号被保険者である
　　 組合員以外の組合員

6,080

16,380

25,740

19,890
21,060
22,230

8,770
8,300

7,830
7,370

円　

3,390
3,970

5,730
5,140
4,560

6,900

36,270

29,250
27,490

31,000

6,430

11,110
10,530
9,940

15,210
14,040
12,870
11,700

9,360

46,210
43,870
41,530
39,780
38,020

34,510
32,760

事業主
負担分

3,010

6,960
6,550
6,130
5,720
5,400
5,090
4,570
4,050
3,530

8,840
8,320

13,520
12,480
11,440
10,400

7,800
7,380

26,000
24,440
22,880

41,080
39,000
36,920
35,360
33,800
32,240

185,000

21,320
19,760
18,720
17,680

9,880
9,360

23,980

17,550
18,720

122,000

16,640
15,600
14,560

130,000
138,000

146,000
155,000
165,000
175,000

93,000
101,000
107,000
114,000

　　円未満

63,000
73,000
83,000

195,000
210,000
230,000
250,000
270,000

290,000
310,000

770,000
730,000
695,000
665,000
635,000
605,000
575,000
545,000

515,000

370,000
350,000
330,000

485,000
455,000
425,000
395,000

30,680
29,120
27,560
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③第二種

組合員
負担分

事業主
負担分

計
組合員
負担分

事業主
負担分

計

円以上 円未満 円 円 円 円 円 円

第１級 3,500 2,800 3,600 6,400 2,400 3,200 5,600

第２級 3,500 ～ 5,000 4,100 5,300 9,400 3,500 4,700 8,200

第３級 5,000 ～ 6,500 5,300 6,900 12,200 4,500 6,100 10,600

第４級 6,500 ～ 8,000 6,600 8,500 15,100 5,700 7,600 13,300

第５級 8,000 ～ 9,500 8,000 10,200 18,200 6,900 9,100 16,000

第６級 9,500 ～ 12,000 9,800 12,700 22,500 8,400 11,300 19,700

第７級 12,000 ～ 14,500 12,000 15,500 27,500 10,300 13,800 24,100

第８級 14,500 ～ 17,000 14,400 18,600 33,000 12,300 16,500 28,800

第９級 17,000 ～ 19,500 16,600 21,400 38,000 14,200 19,000 33,200

第10級 19,500 ～ 23,000 19,400 25,000 44,400 16,600 22,200 38,800

第11級 23,000 22,600 29,000 51,600 19,400 25,800 45,200

　組合員 　組合員以外の組合員
賃金日額
の 等 級

賃　金　日　額

保　　　険　　　料　　　月　　　額

　介護保険第２号被保険者である 　介護保険第２号被保険者である

②第一種 賞与分

（注）第一種組合員に賞与が支払われたときは、その都度、支払われた月の賞与額に基づいて基準賞与額

　　　（1,000円未満の端数は切捨て）を決定する。なお、その年度(４月から翌年３月まで)における

      基準賞与額の累計額が573万円を超える場合は、573万円まで。

保　　　　　　険　　　　　　料　　　　　　額

組合員 事業主 組合員 事業主

　　　　　　介護保険第２号被保険者である

　　　　　　組合員

　　　　　　介護保険第２号被保険者である

　　　　　　組合員以外の組合員

負担分 負担分 負担分 負担分

　基準賞与額に1,000分

　の45.5を乗じて得た額

（10円未満端数切捨て）

　基準賞与額に1,000分

　の58.5を乗じて得た額

（10円未満端数切捨て）

　基準賞与額に1,000分

　の39を乗じて得た額

（10円未満端数切捨て）

　基準賞与額に1,000分

　の52を乗じて得た額

（10円未満端数切捨て）

④後期高齢被保険者である組合員分

組合員

負担分

事業主

負担分
計

組合員

負担分

事業主

負担分
計

4,050円 5,250円 9,300円 4,050円 5,250円 9,300円

保　　険　　料　　月　　額

第一種組合員 第二種組合員
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4　拠出金等の状況

　平成28年度における拠出金等の総額は、老人保健拠出金が58万円、退職者給付拠出金が17億6,555万円、

前期高齢者納付金が178億1,501万円、後期高齢者支援金が237億9,205万円、介護納付金が118億3,326万円、

合計が552億644万円であって、前年度と比較すると、老人保健拠出金は21.4%、退職者給付拠出金は27.6%、

前期高齢者納付金は0.8％減少しているが、後期高齢者支援金は5.5%、介護納付金は4.2%、合計では1.7%

増加している。

　なお、年度別拠出金支払状況は表－17のとおりである。

　　　　（表－17）　年度別拠出金等支払状況　　　　

老人保健拠出金

前年度対比 前年度対比 前年度対比 前年度対比

増　減　率 増　減　率 増　減　率 増　減　率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

24 891 △ 15.1 4,957,207 14.9 - - 21,170,695 8.1

25 786 △ 11.8 5,152,836 3.9 - - 20,775,694 △ 1.9

26 734 △ 6.6 4,308,057 △ 16.4 - - 17,878,386 △ 13.9

27 734 0.0 2,438,811 △ 43.4 - - 17,958,045 0.4

28 577 △ 21.4 1,765,546 △ 27.6 - - 17,815,007 △ 0.8

前年度対比 前年度対比 前年度対比

増　減　率 増　減　率 増　減　率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

24 21,060,252 9.3 10,488,385 1.3 57,677,430 7.8

25 22,156,235 5.2 10,750,205 2.5 58,835,756 2.0

26 22,054,349 △ 0.5 11,562,384 7.6 55,803,910 △ 5.2

27 22,550,386 2.2 11,357,681 △ 1.8 54,305,657 △ 2.7

28 23,792,047 5.5 11,833,264 4.2 55,206,440 1.7

支払額 支払額支払額

年度

後期高齢者

支　援　金
介護納付金 合計

年度

退職者給付

拠　出　金

支払額 支払額 支払額

日雇拠出金
前期高齢者

納　付　金

支払額
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５　経　理　状　況

　平成28年度の経理状況をみると、収入総額は1,485億5,911万円、支出総額は1,246億818万円で、差引239億

5,093万円の剰余をみた｡

　収入額及び支出額の内訳は図－4のとおりであって、収入は保険料が最も多く1,292億9,272万円で全体の87.0

％を占め、次いで国庫支出金が113億6,478万円で7.7％を占めている。支出は保険給付費が最も多く610億

2,595万円で全体の49.0％を占め、次いで後期高齢者支援金が237億783万円で19.0％を占めている。

　　　　（図－4）　収入・支出額の内訳

　収入額及び支出額を年度別にみると表－18のとおりであって、平成27年度における収入額及び支出額を前年度

と比較すると、収入は3.5％増加し、支出は0.1％減少している。

（表－18）　年度別 収入額及び支出額の推移

年度 収　入　額
前年度対比
増　減　率

支　出　額
前年度対比
増　減　率

差引剰余額
前年度対比
増　減　率

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 

24 131,184,626 △0.2 124,366,528 2.5 6,818,098 △32.8

25 132,215,033 0.8 125,447,650 0.9 6,767,383 △0.7

26 137,598,440 4.1 122,659,134 △2.2 14,939,306 120.8

27 143,569,303 4.3 124,765,380 1.7 18,803,923 25.9

28 148,559,112 3.5 124,608,175 △0.1 23,950,937 27.4

保 険 料

87.0%

国庫支出金

7.7%

その他の収入

5.3%

収 入
1,486億円

保険

給付費

49.0%

介護納付金

9.4%

療養

給付費

41.1%

拠出金

1.4%

支 出
1,246億円

その他の支出

0.9％

総務費

2.5％
保健事業費

3.5％

後期高齢者

支援金

19.0％

前期高齢者納付金

14.3％

その他

の給付

3.8％

高額療養費

3.5％

療養費

0.6％
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６　年齢階級別被保険者の状況

　平成28年９月末現在における被保険者の年齢階級別構成比は表－19のとおりであって、組合員は

「45～49歳」(16.6％)、家族は「15～19歳」(14.3％)の構成比が最も高く、合計では「45～49歳」

(11.6％)の構成比が最も高い。

（表－19）　被保険者の年齢階級別構成比

区　　分 組　合　員 家　　　族 合　　　計

歳 ％ ％ ％ 

0 ～ 4 - 8.8 4.8

5 ～ 9 - 10.4 5.7

10 ～ 14 - 12.8 7.0

15 ～ 19 0.8 14.3 8.2

20 ～ 24 5.3 7.7 6.6

25 ～ 29 8.3 2.7 5.2

30 ～ 34 7.9 3.1 5.3

35 ～ 39 8.1 3.8 5.8

40 ～ 44 13.2 6.4 9.5

45 ～ 49 16.6 7.4 11.6

50 ～ 54 12.0 5.7 8.6

55 ～ 59 11.4 5.8 8.3

60 ～ 64 10.6 4.9 7.5

65 ～ 69 4.9 3.9 4.3

0.9 2.3 1.6

100.0 100.0 100.0合     計

70 歳 以 上
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（１）　年齢階級別、性別組合員数・家族数構成比

　年齢階級別、性別の組合員数及び家族数の構成は図－5のとおりである。

（図－5）　年齢階級別、性別組合員数、家族数構成図

組合員

家　族

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

男 女

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

男 女

人

人

0歳 ５ 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

～～～～～～～～～～～～～～

4歳 ９ 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69

7

0

歳

以

上

0歳 ５ 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

～～～～～～～～～～～～～～

4歳 ９ 14 19 24 29 34 39 44 49 54 59 64 69

7

0

歳

以

上
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（２）　年齢階級別、組合員数・家族数構成比の推移

　年齢階級別、組合員数・家族数構成比の推移を年度別にみると表－20のとおりであって、組合員は

10歳台、20歳台及び60歳台以上で増加傾向にあるが、30歳台及び50歳台は減少傾向にあり、家族は60

歳台で増加傾向にあるが、10歳未満及び30歳台では減少傾向にある。

（表－20）　年齢階級別、組合員数・家族数構成比の推移　（９月末現在）

組　　合　　員 家　　　　　族

26年 27年 28年 26年 27年 28年
％ ％ ％ ％ ％ ％

10歳未満 - - - 19.6 19.3 19.2

10 ～ 19 0.6 0.7 0.8 26.9 27.1 27.1

20 ～ 29 12.6 13.0 13.6 10.4 10.4 10.4

30 ～ 39 17.3 16.5 16.0 7.7 7.3 7.0

40 ～ 49 30.7 30.2 29.8 13.7 13.7 13.8

50 ～ 59 23.9 23.8 23.4 11.4 11.5 11.5

60 ～ 69 14.3 15.0 15.5 8.0 8.4 8.8

70歳以上 0.6 0.8 0.9 2.3 2.3 2.2

合　　計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（３）　組合員・家族別平均年齢の推移

　組合員・家族別及び性別の平均年齢の推移を年度別にみると表－21のとおりであって、組合員

及び家族とも上昇傾向にある。

（表－21）　組合員・家族別平均年齢の推移　（９月末現在）

組　　合　　員 家　　　　　族

男性 女性 計 男性 女性 計
歳 歳 歳 歳 歳 歳

24 45.6 41.6 45.1 16.5 34.2 28.5

25 45.8 41.9 45.3 16.6 34.4 28.7

26 46.0 42.1 45.5 16.7 34.7 29.0

27 46.1 42.3 45.6 16.8 35.0 29.2

28 46.2 42.4 45.7 16.8 35.2 29.4

区　　分

年　度
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７ 疾病の状況 

平成 28年９月診療分に係る全診療報酬明細書を調査対象とした疾病統計の概要は次のとおりで 

ある。 

 調査対象件数 

 この調査の対象となった件数は次のとおりである。 

組 合 員 家　　族 計
件 件 件

入　院 1,317 1,812 3,129

入院外 79,225 114,856 194,081

21,356 27,940 49,296

101,898 144,608 246,506合   　　　 計

一般診療

区　　　分

歯　　科　　診　　療

（１） 主要病類別診療件数及び診療費構成比 

 主要病類別診療件数及び診療費の構成は図－6及び図－7のとおりである。 

 組合員においては、診療件数では、「消化器系の疾患（歯の疾患を含む。）」が 26.3％を占めて最

も多く、次いで「循環器系の疾患」15.3％、「内分泌、栄養及び代謝疾患」9.7％と続いている。ま

た、診療費では、「消化器系の疾患（歯の疾患を含む。）」が 21.3％を占めて最も多く、次いで「新

生物」17.0％、「循環器系の疾患」16.4％と続いている。 

 家族においては、診療件数では、「消化器系の疾患（歯の疾患を含む。）」が 23.2％を占めて最も

多く、次いで「呼吸器系の疾患」18.3％、「皮膚及び皮下組織の疾患」8.8％と続いている。また、

診療費では、「消化器系の疾患（歯の疾患を含む。）」が 17.9％を占めて最も多く、次いで「新生物」

12.9％、「呼吸器系の疾患」10.2％と続いている。 

（２） 診療件数からみた全病類別疾病構造 

 診療件数からみた入院・入院外別の疾病構造は表－22 のとおりである。 

 入院では、組合員は「その他の消化器系の疾患」及び「その他の悪性新生物」、家族は「その他

の妊娠、分娩及び産じょく」及び「その他の消化器系の疾患」がそれぞれ上位を占めている。 

 入院外では、組合員は「歯の疾患」及び「高血圧性疾患」、家族は「歯の疾患」及び「皮膚炎及

び湿疹」がそれぞれ上位を占めている。 

（３） 診療費からみた全病類別疾病構造

 診療費からみた入院・入院外別の疾病構造は表－23のとおりである。 

 入院では、組合員は「その他の悪性新生物」及び「虚血性心疾患」、家族は「良性新生物及びそ

の他の新生物」及び「その他の先天奇形、変形及び染色体異常」がそれぞれ上位を占めている。 

入院外では、組合員、家族ともに「歯の疾患」及び「高血圧性疾患」がそれぞれ上位を占めてい

る。 
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（４） 全病類別１件当たり診療費 

 全病類別１件当たり診療費を入院・入院外別にみると表－24 のとおりである。 

 入院では、組合員は「白血病」及び「脳動脈硬化（症）」、家族は「その他の脊柱障害」及び「白

血病」がそれぞれ上位を占めている。 

 入院外では、組合員、家族ともに「腎不全」が上位を占めている。 
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（図－6）　主要病類別診療件数構成比

（図－7）　主要病類別診療費構成比
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(表－22)　診療件数からみた疾病構造 (上位10位)

(平成28年９月診療分)

順 組　　　　　　合　　　　　　員 家　　　　　　　　　　　　　族

位
分類
番号

疾　病　分　類　項　目 構成比
分類
番号

疾　病　分　類　項　目 構成比

％ ％

1 1112 その他の消化器系の疾患 11.6 1504 その他の妊娠，分娩及び産じょく 8.5

2 0210 その他の悪性新生物 8.1 1112 その他の消化器系の疾患 5.4

入 3 0606 その他の神経系の疾患 5.5 1602 その他の周産期に発生した病態 4.5

4 0902 虚血性心疾患 4.8 0503
統合失調症，統合失調症型障害及び妄
想性障害

4.3

5 0211 良性新生物及びその他の新生物 3.7 0211 良性新生物及びその他の新生物 3.7

6 1905 その他の損傷及びその他の外因の影響 3.6 1901 骨折 3.7

7 0903 その他の心疾患 3.3 1905 その他の損傷及びその他の外因の影響 3.7

院 8 1901 骨折 3.0 0210 その他の悪性新生物 3.1

9 0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物 2.9 1004 肺炎 3.0

10 1403 尿路結石症 2.3 0606 その他の神経系の疾患 2.7

1 1102 歯肉炎及び歯周疾患 18.3 1102 歯肉炎及び歯周疾患 15.2

2 0901 高血圧性疾患 12.2 1202 皮膚炎及び湿疹 4.8

入 3 0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患 4.8 0901 高血圧性疾患 4.6

4 1103 その他の歯及び歯の支持組織の障害 4.4 0703 屈折及び調節の障害 4.5

5 0402 糖尿病 3.5 1003 その他の急性上気道感染症 4.4

院 6 0703 屈折及び調節の障害 3.1 1010 喘息 3.9

7 1112 その他の消化器系の疾患 2.4 1203 その他の皮膚及び皮下組織の疾患 3.4

8 1202 皮膚炎及び湿疹 2.3 1006 アレルギー性鼻炎 3.2

外 9 1905 その他の損傷及びその他の外因の影響 2.2 1905 その他の損傷及びその他の外因の影響 3.0

10 0606 その他の神経系の疾患 2.1 1101 う蝕 2.8

  (注) 「分類番号」及び「疾病分類項目」は、「社会保険表章用疾病分類表<119項目>」による。
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(表－23)　診療費からみた疾病構造 (上位10位)

(平成28年９月診療分)

順 組　　　　　　合　　　　　　員 家　　　　　　　　　　　　　族

位
分類
番号

疾　病　分　類　項　目 構成比
分類
番号

疾　病　分　類　項　目 構成比

％ ％

1 0210 その他の悪性新生物 11.3 0211 良性新生物及びその他の新生物 4.5

2 0902 虚血性心疾患 6.8 1702 その他の先天奇形，変形及び染色体異常 4.4

入 3 0903 その他の心疾患 6.1 1504 その他の妊娠，分娩及び産じょく 4.4

4 1112 その他の消化器系の疾患 5.7 1112 その他の消化器系の疾患 4.2

5 0606 その他の神経系の疾患 5.0 0210 その他の悪性新生物 4.2

6 0912 その他の循環器系の疾患 4.5 1901 骨折 4.0

7 0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物 4.4 0606 その他の神経系の疾患 3.9

院 8 0211 良性新生物及びその他の新生物 4.1 0503
統合失調症，統合失調症型障害及び妄
想性障害

3.7

9 1303 脊椎障害(脊椎症を含む) 3.4 1302 関節症 3.6

10 1905 その他の損傷及びその他の外因の影響 3.2 1905 その他の損傷及びその他の外因の影響 3.2

1 1102 歯肉炎及び歯周疾患 18.3 1102 歯肉炎及び歯周疾患 16.2

2 0901 高血圧性疾患 8.6 0901 高血圧性疾患 4.1

入 3 0402 糖尿病 6.2 0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患 3.4

4 1402 腎不全 5.7 1010 喘息 3.1

5 1112 その他の消化器系の疾患 3.2 1402 腎不全 3.0

院 6 0403 その他の内分泌，栄養及び代謝疾患 3.2 1905 その他の損傷及びその他の外因の影響 2.9

7 0210 その他の悪性新生物 3.1 0402 糖尿病 2.9

8 0606 その他の神経系の疾患 2.9 1003 その他の急性上気道感染症 2.8

外 9 0704 その他の眼及び付属器の疾患 2.0 0206 乳房の悪性新生物 2.5

10 1103 その他の歯及び歯の支持組織の障害 1.9 1101 う蝕 2.5

  (注) 「分類番号」及び「疾病分類項目」は、「社会保険表章用疾病分類表<119項目>」による。
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(表－24)　全病類別１件当たり診療費 (上位10位)

(平成28年９月診療分)

順 組　　　　　　合　　　　　　員 家　　　　　　　　　　　　　族

位
分類
番号

疾　病　分　類　項　目
１件当たり
費 用 額

分類
番号

疾　病　分　類　項　目
１件当たり
費 用 額

円 円

1 0209 白血病 2,396,125 1307 その他の脊柱障害 2,114,825

2 0907 脳動脈硬化(症) 1,318,280 0209 白血病 1,747,704

入 3 0207 子宮の悪性新生物 1,288,430 1701 心臓の先天奇形 1,732,024

4 0904 くも膜下出血 1,278,200 0904 くも膜下出血 1,231,611

5 0912 その他の循環器系の疾患 1,213,869 0601 パーキンソン病 1,047,528

6 0903 その他の心疾患 922,597 0909 動脈硬化(症) 995,384

7 1302 関節症 895,646 1007 慢性副鼻腔炎 983,050

院 8 1303 脊椎障害(脊椎症を含む) 887,830 1601 妊娠及び胎児発育に関連する障害 973,621

9 0203
直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新
生物

882,424 1302 関節症 943,046

10 0905 脳内出血 838,461 1702
その他の先天奇形，変形及び染色体異
常

921,952

1 1402 腎不全 275,782 1402 腎不全 257,240

2 0209 白血病 129,386 0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物 122,019

入 3 0208 悪性リンパ腫 106,209 0208 悪性リンパ腫 87,555

4 0205 気管，気管支及び肺の悪性新生物 97,035 0203
直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新
生物

53,275

5 0203
直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新
生物

74,857 0206 乳房の悪性新生物 52,533

院 6 0206 乳房の悪性新生物 54,048 0209 白血病 45,245

7 0210 その他の悪性新生物 44,342 0210 その他の悪性新生物 44,137

8 0204 肝及び肝内胆管の悪性新生物 38,063 1601 妊娠及び胎児発育に関連する障害 44,028

外 9 0202 結腸の悪性新生物 36,867 0202 結腸の悪性新生物 43,744

10 0105 ウイルス肝炎 35,884 0105 ウイルス肝炎 39,614

  (注) 「分類番号」及び「疾病分類項目」は、「社会保険表章用疾病分類表<119項目>」による。
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（５） 年齢階級別被保険者 1000 人当たり受診件数（受診率）

年齢階級別に被保険者 1000 人当たり受診件数をみると図－8のとおりである。 

組合員は、全般的に年齢の増加に伴って受診率も上昇しているが、その病類をみると、各年代を通

じて胃炎・十二指腸潰瘍等の「消化器系の疾患」が最も多い。 

家族では、10 歳未満の受診率が高く、20 歳以上 40 歳未満の受診率が低いが、40 歳以降は年齢の増

加に伴って受診率も上昇している。年齢別に病類をみると、15 歳未満は急性鼻咽頭炎等の「呼吸器系

の疾患」、15 歳以上は胃炎・十二指腸潰瘍等の「消化器系の疾患」が最も多くなっている。 

0

500

1,000

1,500

(図－8） 年齢階級別被保険者1000人当たり受診件数 （受診率）

件
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家 族

-28-



（６）　年齢階級別、入院・入院外別１件当たり診療費

年齢階級別、入院・入院外別に１件当たり診療費をみると表－25のとおりである。

（表－25）　年齢階級別１件当たり診療費

平　　　均 入　　　院 入　院　外

円 円 円 

20 歳 未 満 43,990 1,470,080 9,208

20 ～ 24 12,557 285,506 9,050

25 ～ 29 12,637 404,158 9,561

30 ～ 34 13,363 390,013 9,754

35 ～ 39 16,188 350,810 11,198

40 ～ 44 16,085 400,528 12,202

45 ～ 49 17,931 511,889 12,961

50 ～ 54 18,201 458,391 13,283

55 ～ 59 20,436 480,768 13,872

60 ～ 64 22,046 520,492 14,152

65 歳 以 上 23,640 587,480 13,645

合 計 19,048 489,243 12,882

5 歳 未 満 18,245 420,952 9,332

5 ～ 9 8,735 18,644 7,653

10 ～ 14 10,356 563,845 7,600

15 ～ 19 12,173 502,634 8,378

20 ～ 24 13,935 362,761 8,879

25 ～ 29 18,490 259,775 11,586

30 ～ 34 16,094 208,004 10,380

35 ～ 39 16,238 270,484 10,270

40 ～ 44 14,569 336,192 11,094

45 ～ 49 15,320 467,419 11,667

50 ～ 54 18,622 584,699 11,929

55 ～ 59 18,561 551,462 12,894

60 ～ 64 20,749 571,372 13,941

65 歳 以 上 23,805 537,774 14,378

合 計 15,919 221,494 10,634

区　　　　　　分

組

合

員

家

族
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8  点数階級別診療費の状況 

診療報酬明細書の点数階級別件数及び点数の構成比の推移を年度別にみると、表－26から表－31 までの

とおりである。 

 平成 28年９月診療分の全診療報酬明細書を入院・入院外・歯科別にみると、入院では、件数、点数とも

「50,000 点以上 100,000 点未満」（19.0％、28.4％）の構成比が最も高く、入院明細書の１件当たり点数は

46,245 点で、これを前年度と比較すると、1.1％減少している。 

 入院外では、件数は「400 点以上 500 点未満」（17.0％）、点数は「1,000 点以上 1,500 点未満」（12.4％）

の構成比が最も高く、入院外明細書の１件当たり点数は 1,151 点で、これを前年度と比較すると、1.4％増

加している。 

 歯科では、件数、点数とも「1,000 点以上 1,500 点未満」（19.6％、20.0％）の構成比が最も高く、歯科

明細書の１件当たり点数は 1,196 点で、これを前年度と比較すると、1.3％増加している。 

(表－26）　点数階級別件数構成比の推移（入 院）
（９月診療分）

組合員 家　族 計
点以上 点未満 ％ ％ ％ ％ ％

2,000 4.8 4.8 2.3 7.7 5.5

2,000 ～ 4,000 3.4 3.5 3.5 3.2 3.3

4,000 ～ 6,000 4.4 4.3 4.5 4.1 4.3

6,000 ～ 8,000 3.8 3.5 3.3 4.9 4.2

8,000 ～ 10,000 4.2 4.2 5.6 2.9 4.0

10,000 ～ 12,000 3.6 4.7 5.1 3.3 4.1

12,000 ～ 14,000 3.2 3.8 2.0 3.3 2.7

14,000 ～ 16,000 4.2 4.7 8.4 3.8 5.7

16,000 ～ 18,000 3.1 2.7 3.6 3.0 3.2

18,000 ～ 20,000 2.7 3.8 2.9 2.9 2.9

20,000 ～ 22,000 2.5 2.4 2.4 2.4 2.4

22,000 ～ 24,000 2.2 2.2 2.7 1.9 2.3

24,000 ～ 26,000 2.6 2.0 3.0 3.0 3.0

26,000 ～ 28,000 2.9 2.7 2.3 2.9 2.6

28,000 ～ 30,000 2.0 2.4 2.9 2.0 2.4

30,000 ～ 40,000 10.8 10.4 7.7 11.6 10.0

40,000 ～ 50,000 7.7 7.0 6.9 8.0 7.5

50,000 ～ 100,000 20.0 19.3 18.0 19.7 19.0

100,000 ～ 150,000 7.1 6.8 6.1 5.4 5.7

150,000 ～ 200,000 2.7 2.6 4.2 2.0 2.9

200,000 2.1 2.2 2.6 2.0 2.3

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0合　　　計

28　　年
26年 27年点 数 階 級 別
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(表－27)　点数階級別件数構成比の推移（入院外）
(９月診療分）

組合員 家　族 計
点以上 　　点未満 ％ ％ ％ ％ ％

100 0.9 1.0 1.0 1.0 1.0

100 ～ 200 7.9 8.0 7.7 8.5 8.2

200 ～ 300 5.9 5.8 5.3 6.4 5.9

300 ～ 400 11.7 11.8 9.7 12.2 11.2

400 ～ 500 16.6 17.0 17.5 16.7 17.0

500 ～ 600 8.2 8.0 6.8 8.8 8.0

600 ～ 800 11.4 11.4 10.0 11.7 11.0

800 ～ 1,000 10.2 10.0 10.7 9.6 10.1

1,000 ～ 1,500 11.7 11.5 12.5 11.3 11.8

1,500 ～ 2,000 6.1 6.1 7.3 5.4 6.2

2,000 ～ 3,000 5.0 5.0 5.8 4.6 5.1

3,000 ～ 4,000 1.8 1.9 2.3 1.6 1.9

4,000 ～ 5,000 0.8 0.8 1.1 0.7 0.8

5,000 ～ 10,000 1.0 1.0 1.3 0.8 1.0

10,000 ～ 20,000 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

20,000 ～ 30,000 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

30,000 ～ 50,000 0.3 0.2 0.4 0.2 0.3

50,000 ～ 70,000 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0

70,000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

(表－28)　点数階級別件数構成比の推移（歯　科）
(９月診療分）

組合員 家　族 計
点以上 　　点未満 ％ ％ ％ ％ ％

100 0.9 0.8 0.7 0.9 0.9

100 ～ 200 1.8 1.9 1.8 2.0 1.9

200 ～ 300 5.3 5.5 4.3 6.1 5.3

300 ～ 400 7.5 7.4 6.7 7.8 7.3

400 ～ 500 6.7 7.2 6.3 7.3 6.9

500 ～ 600 7.5 7.6 6.9 7.7 7.4

600 ～ 800 13.8 14.3 12.7 14.3 13.6

800 ～ 1,000 13.8 14.5 14.5 15.2 14.9

1,000 ～ 1,500 18.9 18.5 20.2 19.2 19.6

1,500 ～ 2,000 9.4 9.4 10.2 8.3 9.1

2,000 ～ 3,000 8.5 7.8 9.1 7.1 7.9

3,000 ～ 4,000 3.0 2.5 3.4 2.1 2.7

4,000 ～ 5,000 1.3 1.1 1.4 0.9 1.1

5,000 ～ 10,000 1.4 1.3 1.6 0.9 1.2

10,000 ～ 20,000 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

20,000 ～ 30,000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30,000 ～ 50,000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50,000 ～ 70,000 0.0 - - 0.0 0.0

70,000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

28　　　年

26年 27年
28　　　年

合　　　計

合　　　計

点 数 階 級 別

点 数 階 級 別

26年 27年
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(表－29)　点数階級別点数構成比の推移（入　院）
(９月診療分）

組合員 家　族 計
点以上 　　点未満 ％ ％ ％ ％ ％

2,000 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1

2,000 ～ 4,000 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2

4,000 ～ 6,000 0.5 0.5 0.4 0.5 0.5

6,000 ～ 8,000 0.5 0.5 0.5 0.8 0.6

8,000 ～ 10,000 0.8 0.8 1.0 0.6 0.8

10,000 ～ 12,000 0.8 1.1 1.2 0.8 1.0

12,000 ～ 14,000 0.9 1.1 0.5 1.0 0.8

14,000 ～ 16,000 1.3 1.5 2.5 1.2 1.8

16,000 ～ 18,000 1.1 1.0 1.2 1.2 1.2

18,000 ～ 20,000 1.1 1.5 1.2 1.2 1.2

20,000 ～ 22,000 1.1 1.1 1.0 1.2 1.1

22,000 ～ 24,000 1.1 1.1 1.3 1.0 1.1

24,000 ～ 26,000 1.3 1.1 1.5 1.7 1.6

26,000 ～ 28,000 1.7 1.5 1.3 1.7 1.5

28,000 ～ 30,000 1.2 1.5 1.7 1.3 1.5

30,000 ～ 40,000 7.9 7.7 5.5 9.2 7.5

40,000 ～ 50,000 7.3 6.7 6.3 8.0 7.3

50,000 ～ 100,000 29.2 28.9 25.1 30.9 28.4

100,000 ～ 150,000 17.9 17.8 15.3 14.9 15.0

150,000 ～ 200,000 9.9 9.6 15.1 7.8 11.0

200,000 14.1 14.7 17.2 14.7 15.8

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

(表－30)　点数階級別点数構成比の推移（入院外）
(９月診療分）

組合員 家　族 計
点以上 　　点未満 ％ ％ ％ ％ ％

100 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1

100 ～ 200 1.2 1.1 1.0 1.3 1.1

200 ～ 300 1.4 1.3 1.1 1.5 1.3

300 ～ 400 3.7 3.7 2.7 4.1 3.5

400 ～ 500 6.8 6.8 6.3 7.2 6.8

500 ～ 600 4.0 3.9 2.7 4.6 3.7

600 ～ 800 7.1 6.9 5.4 7.7 6.6

800 ～ 1,000 8.2 7.9 7.5 8.2 7.9

1,000 ～ 1,500 12.8 12.3 11.8 13.0 12.4

1,500 ～ 2,000 9.3 9.2 9.6 8.8 9.1

2,000 ～ 3,000 10.9 10.7 11.0 10.6 10.8

3,000 ～ 4,000 5.6 5.7 6.1 5.3 5.7

4,000 ～ 5,000 3.3 3.0 3.8 2.8 3.2

5,000 ～ 10,000 5.8 5.8 6.6 5.2 5.9

10,000 ～ 20,000 4.6 4.7 4.3 5.3 4.9

20,000 ～ 30,000 2.7 2.5 2.3 3.0 2.7

30,000 ～ 50,000 8.5 8.6 10.9 6.9 8.7

50,000 ～ 70,000 2.0 1.7 2.3 1.2 1.7

70,000 2.0 4.1 4.6 3.2 3.9

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0合　　　計

27年

点 数 階 級 別

点 数 階 級 別

合　　　計

28　　　年

26年 27年
28　　　年

26年
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(表－31)　点数階級別点数構成比の推移（歯　科）
(９月診療分）

組合員 家　族 計
点以上 　　点未満 ％ ％ ％ ％ ％

100 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0

100 ～ 200 0.2 0.2 0.2 0.3 0.2

200 ～ 300 1.1 1.2 0.8 1.4 1.1

300 ～ 400 2.1 2.1 1.8 2.4 2.1

400 ～ 500 2.5 2.7 2.1 2.9 2.6

500 ～ 600 3.3 3.5 2.9 3.8 3.4

600 ～ 800 7.9 8.5 6.9 9.1 8.0

800 ～ 1,000 10.2 11.1 10.1 12.2 11.3

1,000 ～ 1,500 18.8 19.1 19.0 20.8 20.0

1,500 ～ 2,000 13.4 13.8 13.6 12.7 13.2

2,000 ～ 3,000 16.8 15.9 16.8 15.1 15.9

3,000 ～ 4,000 8.3 7.1 9.1 6.5 7.7

4,000 ～ 5,000 4.7 4.3 4.9 3.6 4.2

5,000 ～ 10,000 7.3 7.2 7.9 5.4 6.5

10,000 ～ 20,000 2.1 2.1 2.4 2.1 2.2

20,000 ～ 30,000 0.4 0.5 0.4 0.6 0.5

30,000 ～ 50,000 0.3 0.3 0.3 0.1 0.2

50,000 ～ 70,000 0.1 - - 0.2 0.1

70,000 0.4 0.4 0.8 0.8 0.8

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

28　　　年

合　　　計

点 数 階 級 別 26年 27年
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９ 保健事業の状況 

平成 28 年度における保健事業は次のとおりであるが、保養施設の伊豆山荘、ありま及び厚生会

館宿泊施設の運営は一般財団法人土木建築厚生会に委託して実施した。 

   (注) 一般財団法人土木建築厚生会(東京都千代田区平河町１－５－９）は土木建築事業に従事

する者とその家族の福利厚生を図ることを目的として、昭和 28 年に厚生大臣の許可を得

て設立された団体である。 

（１） 特定健康診査・特定保健指導 

 「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）

の該当者と予備軍を減少させるため、当該年度中に 40 歳以上 75歳以下の年齢に達する被保険者

（特定健康診査受診日において 75歳未満の者に限る。）を対象として、特定健康診査及び特定保

健指導を実施した。 

その実施状況（１年間を通じて被保険者資格があった者）は表－32 及び表－33 のとおりである。 

（表－32） 特定健康診査実施状況 

（平成 28年４月～平成 29 年３月実施分） 

内   訳 実  績 

組合員 

対 象 者 数 
人 

123,928 

受 診 者 数 105,438 

実  施  率
％ 

85.1 

家 族 

対 象 者 数 
人 

75,188 

受 診 者 数
24,626

実  施  率
％ 

32.8 

合 計 

対 象 者 数 
人 

199,116 

受 診 者 数
130,064 

実  施  率
％ 

65.3 

（注）実績数字は、平成 29 年５月末現在の速報値である。

(注) 
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（表－33） 特定保健指導実施状況 

（上期:平成 28年 10 月～平成 29 年３月実施分） 

内   訳 実  績 

動
機
付
け
支
援

対 象 者 数 
人 

11,694 

実 施 者 数 1,005 

実  施  率
％ 

8.6 

積
極
的
支
援

対 象 者 数 
人 

17,911 

実 施 者 数
1,211

実  施  率
％ 

6.8 

合

計

対 象 者 数 

人 

（27,643） 

29,605 

実 施 者 数 （2,143） 

2,216 

実  施  率
％ 

7.5 

（注）１ 「特定保健指導」の対象期間は、毎年 10月１日～翌年９月末日までの１年間である。 

   ２ 括弧内は、組合員の再掲である。 

（２） 診 療 施 設 

診療施設として、厚生中央病院、中部健康管理センター及び関西健康管理センターを設けている。 

ア 利用状況 

  病院及び各健康管理センターの平成 28年度における利用状況は表－34 のとおりである。 

（表－34） 診療施設利用状況 

機 関 別 
診 療  （延 人 員） 健 康 診 断・予 防 接 種 

入 院 外 来 計 2日ドック 1日ドック 
生活習慣病

健診 
その他の健診 

予 防 接 種

厚 生 中 央 病 院  

中部健康管理センター 

関西健康管理センター 

人 

91,269

－ 

－ 

人

170,813 

4,114 

2,412

人

262,082 

4,114 

2,412

人

2,382 

－ 

－ 

人

6,602 

－ 

－ 

人

418 

17,004 

16,102

人

8,684 

24,193 

11,377

イ 収支状況 

  病院及び各健康管理センターの平成 28年度における収支状況は表－35 のとおりである。 

（表－35） 診療施設収支状況 

機 関 別 収 入 額 支 出 額 差 引 余 剰 額 

厚 生 中 央 病 院  

中部健康管理センター 

関西健康管理センター 

     千円 

8,686,817 

654,418 

629,100 

     千円 

7,561,796 

606,799 

614,478 

    千円

1,125,021 

47,619 

14,622 
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ウ 職 員 数 

  病院及び各健康管理センターの平成 29年３月末における職員数は表－36のとおりである。 

（表－36） 診療施設職員数 

機 関 別 医 師 看護師 薬剤師 技術職員 事務職員 その他 合 計 

厚 生 中 央 病 院 

中部健康管理センター 

関西健康管理センター 

人 

78 

1 

1 

人 

290 

14 

9 

人 

14 

1 

1 

人 

61 

9 

9 

人 

60 

16 

13 

人 

41 

1 

1 

人 

544 

42 

34 

（注）１ 「技術職員」は放射線技師、臨床検査技師、栄養士、理学療法士等である。 

   ２ 常勤嘱託を含んだ人数である。（医師を除く） 

（３） 保健指導事業 

ア 保健師・栄養士活動 

保健師19人、栄養士９人を置き、保健指導、栄養指導等を行ったが、その状況は表－37のとお

りである。

（表－37） 保健師・栄養士の活動状況 

健康・栄養教育 健康・食事指導相談 健診事後指導 重症化予防・受診勧奨 その他 合  計 

人 

33,836 
人 

27,675 
人 

3,767 
人 

8,281 
人 

1,807 
人 

75,366 

イ 保健師（看護師）設置助成  

 保健師又は看護師を常置して、組合員及び組合員の世帯に属する被保険者（以下「被保険者等」

という。）の保健指導、疾病予防、健康相談及び衛生教育を実施した 14 事業主に対し、保健師又

は看護師１人につき月額 50,000 円（准看護師は月額 40,000 円）を助成した。 

（４） 健康管理事業   

ア 人間ドック、生活習慣病健診、胃検診及び海外勤務者健康診断  

被保険者等の健康管理の促進及び疾病の早期発見、早期治療のため、厚生中央病院、中部健康

管理センター及び関西健康管理センターのほか全国 907 か所（平成 28 年度末現在）の委託機関

において、人間ドック、生活習慣病健診、胃検診及び海外の事業所に勤務する被保険者等に対す

る渡航前及び帰国後の健康診断を実施し、健診費用の一部を補助した。その状況は表－38 のと

おりである。 

（表－38） 人間ドック等の実施状況 

人間ドック 生活習慣病健診 胃 検 診 
海外勤務者 

健康診断等 
合   計 

人 

  51,744 
人 

  77,180 
人 

    9,392 
人 

      236 
人 

    138,552 
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イ がん検診補助 

被保険者等のがんの早期発見、早期治療のため、乳がん検診費用の一部を補助（補助人数

1,320 人）するとともに、子宮頸がん検診費用の一部を補助（補助人数 1,245 人）した。 

ウ 健康診断助成 

   事業主診療所（室）において、生活習慣病健診、胃検診及び海外勤務者健康診断を実施した

事業主に対し、その費用の一部を助成（助成人数 11,446 人）した。また、海外の事業所に勤

務する被保険者等が現地で受けた健康診断に要した費用の一部を助成（助成人員 1,109 人）す

るとともに、特定業務に従事する者に対し健康診断を実施した事業主に、その費用の一部を助

成（助成人数 2,485 人）した。 

エ インフルエンザ予防接種費用の補助

被保険者等が、インフルエンザの予防接種を受けたときに要した費用の一部を補助した。そ

の状況は表－39 のとおりである。 

（表－39） インフルエンザ予防接種費用補助状況 

内    訳 実    績 

保 険 医 療 機 関 等 120,960 
人 

厚 生 中 央 病 院  799 

中部健康管理センター 4,173 

関西健康管理センター 1,246 

合 計 127,178 

オ 心とからだの健康相談の実施 

心とからだの健康相談を専門機関（㈱保健同人社）に委託して実施した。その実施状況は表

－40のとおりである。 

（表－40） 心とからだの健康相談実施状況 

内    訳 実   績 

電 話 健 康 相 談  645 
人 

メンタルヘルス 

相   談 

電話・メール等 564 

面  接 64 

合  計 628 
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カ 歯科健診の実施 

歯科健診事業を㈱歯科健診センターに委託し、全国の提携歯科医院で歯科健診（無料）を実施

し、182 人が利用した。 

（５） 保養施設事業 

被保険者等の保養のため、伊豆山荘、ありま及び厚生会館宿泊施設の運営を委託するほか、全国

275 か所（平成 28 年度末現在）の委託休養所並びに東武トップツアーズ㈱及び㈱ジェイティービ

ーが提携する宿泊施設の利用について利用料の一部を補助した。その利用状況は表－41 のとおり

である。

（表－41） 保養施設の利用状況 

施       設 
委託休養所 合  計 

伊豆山荘 あ り ま 厚生会館 計 
人 

     6,028 
人 

   5,373 
人 

    5,883 
人 

  17,284 
人 

   19,562 
人 

    36,846 

（６） 保健広報活動  

ア 医療費通知 

  医療費についてコスト意識を喚起するため、９月に被保険者に対し医療費を通知した。 

イ ジェネリック医薬品差額通知 

  患者負担の軽減及び医療保険財政の健全化に資するため、６月及び 12 月に自己負担額の大幅

軽減が見込まれる被保険者（計 22,040 人）に対し差額通知を行った。 

ウ 保険組合だよりの配布 

  組合事業の周知を図り、健康管理及び適正受診について被保険者の自覚と認識を深めるため、 

４月、９月及び１月の３回、組合員全員に保険組合だよりを配布した。 

エ ポスター等の配布 

  被保険者等の健康保険制度に対する正しい認識と保健意識の向上を図るため、ポスター及びリ

ーフレットを配布した。 

（７） 高額医療資金の貸付け 

一部負担金が著しく高額な場合、高額療養費が支給されるまでのつなぎ資金として高額医療資金

の貸付け（1件）を行った。 

（８） 出産費資金の貸付け 

出産が見込まれる場合、出産育児一時金が支給されるまでのつなぎ資金として出産費資金の貸付

け事業を実施しているが、平成 28年度は貸付けの実績がなかった。 

（９） 死亡見舞金の支給 

後期高齢被保険者である組合員が死亡した場合、その者の葬祭を行う者に対して死亡見舞金（5

件）を支給した。 
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